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　２０２０年４月、当院は新型コロナウイルス感染症対策と

して、「新型コロナウイルス対策本部」を立ち上げ、病院

長をはじめ各部署代表をメンバーとし、毎月１回定期的に

会議を行い、緊急時は臨時会議を開催することにしまし

た。そもそも感染対策委員会はあったものの、今までの感

染対策では不足する部分が多く見受けられ、その理由と

して、インフルエンザと比べてみても、いずれも伝染性の

呼吸器疾患ですが、重症度が大きく違い、致死率と症状

の持続期間などを見ても、症状の重さや感染力は新型コ

ロナウイルスが上回ることが分かったからです。また、そ

の頃はまだコロナのワクチンもなかったため、感染者数が

上回る可能性がありました。何としても院内感染を防ぐ、

クラスターを発生させない、それが大きな課題となりました。

　まずは、基本的な感染対策として、不織布マスク着用、

手指消毒、体温測定、昼食時の黙食、使用後は必ずア

ルコールで拭き上げる、３密を避けるなどを徹底して行

い、また職員には健康管理に注意し、体調が悪い時は無

理して出勤しないよう周知しました。また、様々なケースを

想定してマニュアルを作成し、関連する職員に何度も研

修を実施したりと、あらゆる対策を実施してきました。

　複数あるマニュアルの中でも、個人用防護具（PPE）の

着脱方法も、着ける時と外す時の手順は違うため、正しい

手順を確実に実施できるよう分かりやすく説明したマニュ

アルや、数々のシミュレーションを実施しました。例えば、

患者さんがコロナに感染したうえで、手術を実施せざるを

得ない場合を想定した、オペ室でのシミュレーションと、

術後、ICUまでの入室シミュレーションを繰り返し行いまし

た。さらに、コロナに感染された患者さんを受入れ、入院

させていたが、急変してしまった際のシミュレーションを繰

り返し行ています。起こってしまって動くのではなく、常に

あらゆる場面を想定して対策を考えています。

　これからもコロナとの闘いは続きます。引き続き、変化し

ていくコロナに対して、常に勉強し職員全員で感染対策

を行っていきたいと思っています。
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　白十字病院脳神経外科では、脳か

ら脊椎末梢神経に至る疾患まで診療

を行なっています。私は日本有数の

脊髄末梢神経治療を行っている釧路

労災病院 井須豊彦先生のもとで２年

６ヶ月間勉強させていただき、現在、

腰 痛 の ブ ロ ッ ク 治 療 や 手 根 管 症 候

群、足根管症候群、上殿皮神経障害

などの末梢神経障害の外科治療を行

なっています。

　脊髄末梢神経疾患は、手足のしび

れや痛みの原因になり、お困りの患者

さんは多いと思います。しびれの典型

的な症状としては正座の後に起こる足

のジン ジン し た感 覚障害があ りま す

が、中にはしびれとともに火照り、冷

感、痛みなどの症状が伴うこともあり、

どこの病院・診療科を受診したらよい

か迷わ れる患者さんも多い と思いま

す。また、腰痛は国民病とも言われて

いますが、腰痛の８５％は原因が画像
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で診断できない腰痛に分類されます。

　一般的に画像で診断できない腰痛

は鎮痛薬のみで経過をみられている

ことが多いですが、なかには末梢神経

障害が関与することもあり、上殿皮神

経障害、中殿皮神経障害、仙腸関節

障害、梨状筋症候群などが報告され

ています。当科では、しびれ・痛みに

は必ず原因があるという考えのもと、

脊髄、末梢神経疾患の診断治療を積

極的に行なっています。また、治療で

良くなるしびれ・痛みがある一方で、

原因がわかっていても治療が困難な

場合もありますが、治療をあきらめず

内服やリハビリテーションによって少し

でも患者さんの症状改善と生活の質

の向上の手助けができるよう努めてい

ます。腰痛や手足のしびれお困りでし

たら当科に一度ご相談ください。

　 「 尿 を 出 し た く て も な か な か 出 な

い」、「尿の勢いが弱い」、「頻繁に尿

意をもよおす」、「尿が終わった後に

おこる残尿感」、このような症状がある

場 合 は 前 立 腺 肥 大 症 か も し れ ま せ

ん。前立腺とは、男性にしかない生殖

器の一つで、前立腺が肥大すること

により、尿道が圧迫され狭くなり、尿が

出にくい、トイレの回数が多くなるなど

の自覚症状が現れます。前立腺肥大

症は、前立腺疾患の中で、もっとも多

く 見 ら れ る 病 気 で 、 ６ ０ 歳 ま で に ５

０％、７０歳以上で７０％の方に肥大

がみられる一般的な病気です。放っ

ておくと様々な病気、合併症がおこる

可能性があります。ひどい場合、腎不

全になって透析を余儀なくされる場合

があります。前立腺肥大症を治すに

は、手術や薬物療法が一般的です。

　当院での手術は、新しい治療法で

ある、前立腺肥大症の治療THuVap

【Thul iumレーザ(ツリウムレーザ）】を

使用した、「ツリウムレーザ蒸散術」を

行っております。

　治療方法は、尿道内に内視鏡を挿

入し、尿道内から尿道を閉塞している

前立腺組織にレーザを照射し、組織

を瞬時に加熱、蒸散させ、尿道を広

げる治療法です。

　このレーザ治療は、前立腺に対し、

従来から行われている経尿道的前立

腺切除術（TUR-P）やPVPレーザ治

療に比べ、身体への負担が少ないだ

けでなく、治療時間の短縮、出血の

少なさなど、ヨーロッパ泌尿器科ガイ

ドラインにて認められている画期的な

治療方法です。２０２２年７月時点で当

院では約１００例を経験しています。

　　　　 の高い看護の提供と医療の安全

          に貢献する」ことを目的に、 特定

の看護分野において、熟練した看護技術

と専門知識を有し、 水準の高い看護が実

践できる看護師を社会医療法人白十字

会が認定しています。 ( 平成１９年１０月

制定 )

　法人内認看護師になるまで、 法人内で

一定期間の研修を受講、 課題等必要条

件をクリアし、 法人内の認定審査会にて

合格した者を「法人内認定看護師」として

いま す。資格取得後は法人内および院

内に周知し、 各部署や部門からの依頼に

も対応しています。

　「法人内認定看護師」 は１０の専門分野

があり、 自分の専門スキルを取得でき、

様々な活動を行うことができます。

　例えば、 「NST ナース」 は、 Nutrition 

Support Team( 栄養支援チーム ) の略

で、 栄養管理を支援するため、 医師 ・ 栄

養士 ・ 薬剤師 ・ 臨床検査技師 ・ 看護師

「質 など多職種でチームプレーをおこなって

います。NST の存在は、 医療の現場にお

いて急激な広がりをみせています。栄養

改善が必要な患者さんの抽出また、 適切

な栄養管理の実践及び他スタッフへの指

導が出来る…それが「NST ナース」です。

　その他、 脳卒中リハビリテーションナー

スや、 がん化学療法ナース、 説明支援

ナースなど、 自分に合った専門分野を取

得できる取り組みは、  看護師にとって看

護職の視野を広げることができ、 新しい

道を見つける一歩でもあります。

　　　　F T と は 、 世 界 が 掲 げ る 肥 満 と 飢

　 　 餓 の同時解決を目指して、先進国

で肥満や生活習慣病予防のためにカロ

リーを抑えた定食や食品を購入すると、１

食につき２０円の寄付金が発展途上国の

子どもの学校給食になる支援プログラム

です。白十字会グループでは、施設内職

員食堂（一部施設のみ）でこのプログラム

に参加していて、当院もこのTFTに参加

しています。

　白十字病院内フードホール“リリポン”で

は平成２１年３月からTFTランチを提供し

始めました。これまでに４８,２５２食を売上

げ、９６１,０４０円を発展途上国に寄付して

います。

（※令和４年４月現在）

レストラン“リリポン”の料理長である森澤

シェフはレパートリーが５００種類ほどあり、

職員にとっては楽しみの一つでもありま

す。TFTを含め約４種類のランチメニュー

は日替わりとなっていて、毎日食べても飽

きないようにと森澤シェフが１か月間の献

立を考え、毎日違うメニューで提供され

ています。その中でもTFTランチは主に

人気のある麺類を取り入れており、内容

も和、洋、中だけでなく 、多国籍の ご当

地麺料理が楽しめます。その麺やアレン

ジにもこだわりが！太麺うどん・細めんう

どんやきし麺、米粉の麺など様々な麺を

使用し、基本、普通味と激辛味が選べま

す。バラエティーにとんだメニューの数々

は職員に好評です。

　TFTランチを通して誰でも

気軽に社会貢献に参加でき

るので、SDGｓに取り組む当

院と職員が一丸となりやりや

すいこの活動をこれからも積

極的に続けていきます。

T
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H I R O Y U K I  Y A M A G U C H I

　　　　 年度より広報委員となりました診療　　　　　

　　　　 放射線技師の山口です。白十字病

院だよりリニューアル第1号では世界初の

オートマテック技術を搭載したX線CTであ

るAquilion Serveを紹介させていただきまし

た。医療機器の進歩はすさまじく私が白十

字病院に就職した30年程前には想像も出

来ないような機器が開発され今日の医療

に活かされています。ただし、基本となるも

のは大切であり、就職以来30年、「息を

吸って止めてください。」この言葉を毎日繰

り返しています。　

　私は高校時代、撮影された胸部のレント

ゲン写真を見て「これで病気が分かるのは

なぜだろう？」と疑問に思い、私の仕事に

することにしました。診療放射線技師に

なってたどり着いた答えは「レントゲン写真

に病気が写る」のではなく、「レントゲン写

真を撮ったときに病気がどのように写るか

知っている」ということでした。レントゲン写

真で病気は分かりません。写真を見比べ

て、どこが違うのか知識として知っておく。

また、その違いを考え調べる。この繰り返し

が疑問の答えでした。そして今、私が考え

る診療放射線技師の仕事は医師が迷うこ

とがない写真を撮る。また、そういう写真を

繰り返し医師に提供できるよう勉強し工夫

するというものです。

　繰り返しやっていることと言えば「息を

吸って止めてください」これも、ブレのない

写真、肺を大きく広く撮影するための工夫

のひとつです。今まで何回、いや何万回

言ったのかわかりません。1枚、1枚の写真

のために必要不可欠なことであると感じて

います。これは、医療機器が進歩しても変

わらないことで基本の大切さを教えてくれ

ています。そんな仕事を持てたことを誇りに

思い、これからも基本を忘れないよう繰り返

し勉強し工夫していきたいと思います。

　　 ０１４年の第1回福岡マラソンを何気　　

　　　 ない“ノリ”で応募したところからストー

リーは始まりました。幼少期から高校までは

昼夜野球に明け暮れ、体力には自信があ

りましたが、卒業後、運動をすることもなく２

０数年経ち、最初に挑んだ福岡マラソンは

日常の運動不足を痛感する結果でした。

レース後半は、７０代位のお婆ちゃんに追

い抜かれるなど、体験したことのない全身

痛、動かない脚を引きずり、やっとの思い

でゴールする有り様。『これではあかん！！』

と一念発起し、私のランニングライフはここ

に始まり現在に至ります。ちなみに今の最

大目標は２０２３年２月の別府大分毎日マラ

ソン大会です。

　普段のランニングは週に５日程度、月間

走行距離は２００㎞程度、大会前はハーフ

マラソン（２１㎞）を超える長距離を走ります

が、今回はその長距離走コース途中にある

オススメスポットを紹介します。

　マイコースの中で特にお気に入りなの

が、西区周船寺から九州大学～櫻井神社

～二見ヶ浦を折り返すコース（約２２㎞）で

す。道中必ず寄り道する場所がまず櫻井

神社（８㎞地点）です。櫻井神社は伊勢神

宮と深い関わりがあり、その場にいるだけ

で心が洗われた気分になります。まさに

『心のオアシス』。次に絶景二見ヶ浦の夫

婦岩（12㎞地点）。日本の渚百選に選ばれ

ている名所で『目のオアシス』になります。

そしていい感じで疲労感が出てきたところ

で現れるのが、カラフルな外観のタピオカ

専門店『MUNCHA（ムンチャ）』（16㎞地

点）。乾ききった体に染み渡る甘いドリンク

で疲弊した体も完全復活！まさに『体のオ

アシス』。私のオススメは種子島安納芋フ

ラッペです。その他にもコース上には沢山

の名所名店があります。是非、糸島に来ら

れた際はお立ち寄りください。
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